【紙芝居を始める前に】

☆みなさん、こんにちは。

今から読む、この紙芝居の主人公「僕」には、

名前をつけていません。

みなさんの心の中で、主人公「僕」を　もし，自分だったら

どうするだろうと考えながら，聞いてくださいね。

それでは、はじめます。

「あくしゅのおすそわけ」

ゆめなか＠情報局　作・絵

①やあ、みんな元気？

　　僕は桜町小学校の六年生さ。

　　これから話すことは、十二年間の僕の人生の中で一番大きな

出来事だと思う。

えっ？　どんな出来事かって？

少し長くなるけど　みんな、聞いてくれるかなあ。

②僕は、父さんと母さんと三人暮らし。僕が小学校ニ年生の

時に、この町に越してきたんだ。

近くに山もあるし、小さな川も流れている。

買い物も便利だからって、話し合って決めたんだ。

父さんと母さんが頑張ってこの町に家を建てたんだけど、

父さんは僕にこう言った。

『これから二十年間、家のローンを払い続けるんだよ。

父さん頑張らなくてはな！』

僕が四年生になった時、生活のため、母さんも働きはじめた。母さんは料理上手だ。

昔は、家族みんなで、いつも楽しく食べていたよなあ。

でも、この頃は、母さんが作っておいてくれた料理を温めて

一人で食べることが多くなったんだ。・・・一人でね。

家の近くに友達はいないし、だから、留守番している僕は、

今、ゲームに夢中なんだ！

③この頃、父さんの帰りが遅い。疲れているのか、家に帰ると

すぐゴロリと横になっている。僕は父さんと話をすることが

だんだん少なくなってきた。

そんな父さんを見て、母さんも何だかイライラしながら家の事をしている。

母「私だって働いているのよ。お父さんも、少しは手伝ってくれたっていいじゃない！

もう。なんであたしだけ、子どものこと、家のこと、学校のこと，

近所のこと、親戚のこと、一人でしなきゃあいけないのよ・・・・。」

母さんの愚痴は毎日だ。学校のプリントや提出物があっても、決まって『あとでみるからね。』になってしまう。

　　僕が描いた絵を先生が誉めてくれたことも、理科の実験が成功したことも、小遣いの値上げを要求したい時も、父さんと母さんは、いつも『今忙しいから、あとで！』になってしまう。

『あとで・あとで・・・・・』

　　僕はたまらなくなってきた。僕の心の中に、何だかモヤモヤしたものが大きくなっている感じがした。

④今日も、父さんと母さんは日曜日だけど仕事だ。

忙しくて休めないらしい。

僕はいつものように留守番さ。

ご飯はあるし、おやつだってある。まっ、ゲームでもするか。

・・・・・・・・

だけど、ゲームにも飽きて、僕はテレビのチャンネルを変えた。

行楽地でのインタビュー風景のようだ。

子どもを抱いたお父さんがインタビューに答えていた。

『いやあ、たまには，こういうのもいいですよ。なっ！

ハハハハ・・・』

ニコニコと答えていた。

そばで、お母さんも嬉しそうに笑っている。

僕は、小さい時を思い出した。父さんに肩車してもらったなあ。

今、この部屋には僕だけだ。

誰もいない・・・・・。

聞こえるのはテレビの音だけ・・・・。

誰でもいい，話がしたいなあ・・・・。

⑤ショッピングセンターは歩いて行けるので僕の遊び場だ。

　スポーツ用品を見たり、本を見たり、時々、ゲームコーナーにも行く。

僕がゲームコーナーでウロウロしていると、以前、

ゲームコーナーで知り合った、男の子二人が声をかけてきた。」

男子Ａ「やあ、久しぶりだなあ。ゲームしてるのかい？」
僕　「今日は、お金持ってないから見てるだけだよ。」
男子Ｂ「・・そうか、じゃあ、もっとおもしろいゲームしないか。」

僕　「何をするんだよ。」
男子Ａ「ほら、あそこのものを、ちょっとポケットの中に入れるゲームさ。スリルがあっておもしろいぜ。」

僕　「だめだよ、そんなこと、僕にはできないよ。」
男子Ｂ｢根性ないなあ、俺たちはいつもやってるぜ。勇気を出して一回やってみろよ。

　　　これは、ゲームなんだ。

君は　弱虫だから俺たちみたいにできないんだろう。」

僕　「弱虫なんかじゃあないぞ。・・・できるさ。」

僕は、ついつい誘いに乗ってしまった。

⑥ドックン，ドックン，心臓の音が僕の手に伝わっている。

足もまるで歩いている感じがしない。

目もいつもの僕の目じゃあない。

人の目ばかりを気にしている。

手は、ゲームの攻略本をしっかり握り締めて

僕のポケットの中に・・・・・・。

僕の二つの心が体の中でさわぎたてていた。

（正しい心）『何してんだよ！

そんなことしちゃあだめじゃあないか！』

（悪い心）『ほーら，ゲームだよ，ゲーム。単なる遊びだよ。』

僕の心は何だかドキドキしたままだった。

⑦公園で、山分けだ。

　一人は、公園の木をふざけて踏み倒している。

　もう一人は、万引きしたお菓子を食べ散らかしている。

（こんな事をしたら母さんはいつも叱っていたな。

なんだか，いやだな）

　僕は心の中でつぶやいた。

　

それからの、僕の心はいつも重たかった。

（父さんや母さんに知れたらどうしよう・・・）

⑧あの日から、何度か誘われて、断れないまま、

またやってしまった。

店員「ちょっと、君。」

お店の人の手が僕の肩に・・・。

僕だけ呼び止められた。

他の二人は逃げていた。

（どうしよう！　ボ、ボクどうしよう！）

頭の中が真っ白くなった。

⑨父さんと母さんがショッピングセンターに呼ばれた。

　　父さんは、いきなり僕の頬をたたいた。

母さんは、ただ泣くばかりだった。

父さんと母さんは何度もお店の人にあやまっていた。

何度も・何度も，何度も・・・・。

店長「ご両親は，君のために謝ってくださっているんだよ。

いいかい、君のしたことは万引きといって，

窃盗罪という犯罪なんだよ。」

お店の人は言った。でも、僕はまだ、

　　（そんなに悪いことをした）という気持ちはなかった。

⑩家に帰ると、やす子姉さんが来ていた。父さんの妹だ。

航空会社の乗務員の仕事なので会うのは久しぶり。

僕は、やす子姉さんといる時は、何だか心がホッとするんだ。」

やす子「今回のフライトはねえ、オーストラリアだったの。

　　　　海がとってもきれいだったわ。

　　　　あっ、そうそう、はいっ！これ、『お　す　そ　分　け』　よ。

ほらあ、きれいな貝殻でしょう。

オーストラリアの友達からもらったの。」

僕　　「うん、ありがとう。きれいだね・・。ねえ、やす子姉さん、

おすそ分けって何？」

やす子「人からいただいた物や、自分で作った物を少しだけ分けて、

別の人にあげることよ。お姉さんも，ほら，君からもらった

星の砂，大切にしてるわよ。喜びのおすそ分けね。」
やす子姉さんは、ショッピングセンターの僕の出来事を知っているらしい。

僕の話を、ずうっと最後まで聞いてくれた。話しているうちに、

僕は心の中が少し軽くなったような気がした。

やす子姉さんは、僕の肩をやさしく抱きながら

やす子「君も、つらかったわねえ。

でもね、君のお父さんとお母さんは、

今、きっと、自分たちを責めていると思うな。」

僕「どうして？僕が万引きをしたのに・・自分たちを責めるの？」

やす子「そう、親ってそういうものなのよ・・・」

この時、僕はまだ、やす子姉さんの言葉の意味がよく分からなかった。

⑪やす子姉さんと話をしている時、

父さんと母さんも真剣に話し合いをしていた。

母「あなた、ごめんなさい。私がもっと早く気が付いていれば。

　　あの子につらい思いをさせなくて済んだのに・・・・」

父「俺だってそうさ。ついつい自分のことばかり考えて、子どもの気持ちを分かってやれなかったんだからな。

　　さっきも、お店で、かあっとなってなぐってしまったしな・・・。」

母「・・・これから、どうしたらいいんでしょう・・。」
父「・・・そうだなあ、さっきから考えているんだけど。

なあ母さん、

俺たちも家族のためにって、一生懸命働いているよな。

　　つらくって大変だけど、あの子がいるから頑張れるよな。

　　俺は、あの子を信じてやりたい・・・。

　　ちょっと、あの子の様子をみてくるよ。」

母「ええ、お願いします。私は、あの子の好きなもの作っておくわ。」

父さんは、二階にあがってきてくれた。

そして、父さんと母さんが話し合ったことを

僕に教えてくれた。

僕の心は、また、少し軽くなっていく。

⑫父さんの話をきいているうちに、僕は、父さんの働いている

所をどうしても見たくなった。

母さんに道を教えてもらった。

父さんの働いているガソリンスタンドは、大通りにある。

車の出入りがとても多い。

父さんは、車の給油、洗車、ブレーキの点検、安全誘導、

スタッフへの指示など、大きな声でテキパキと仕事をしている。

お客さんに文句を言われてもいやな顔ひとつしていない。

手袋もせず、ほとんど素手だ。

（そうなんだ、父さんの手は、油が染み込んでいて、がさがさしていて・・触られると、チクチクする父さんの『あの手』は仕事の手なんだ。父さんも母さんも家族のために一生懸命働いている手なんだ。

　僕がいけなかったんだ。この手は悪いことをするためにあるんじゃあない。

　僕の心が弱かったんだ。父さん、母さん、ごめんよ、

　本当にごめんよ。）

　僕は心の中で何度も何度もあやまった。

⑬父さんは、早めに仕事を終えてくれた。僕は仕事帰りの父さんとはじめて一緒に歩く。空が茜色に染まっている。きれいな夕焼けだ。歩道橋の上で母さんが待っていてくれた。

夕日に染まった歩道橋の上で、父さんの仕事振りを母さんに話すと、母さんはとても嬉しそうに聞いてくれた。

久しぶりにたくさんのことを話したと思う。

父「握手しよう」
突然父さんが言った。父さんの手は、あの日、僕をなぐった

手とは違っていた。がさがさだけど、何だか気持ちがいい。

父「父さんは、どんな時も味方だよ。」
僕は飛び上がるほど嬉しかった。

僕「父さん、母さん、ごめんね。僕もう絶対しないからね。

　　絶対！約束するよ。」

父さんは嬉しそうだった

母「いいなあ。お母さんもお父さんと握手がしたいわ。

これからも助け合っていくって・・・。

でも、時々は夫婦喧嘩しても許してね。」

みんなで声を出して笑った。久しぶりに笑った。

母「ねえ、小さいときよく歌ったでしょ。

みんなで歌いながら帰らない？」

三人の手がしっかりとつながった。そして歌った。

♪夕焼け　小焼けで　日が暮れて　山の　お寺の鐘が鳴る

　お手手　つないで　みな　帰ろう　烏と一緒に　帰りましょ
⑭あくる日、僕は、自分のしたことが　どんなに悪いことだったか　わかったので，自分一人で　もう一度ショッピングセンターにあやまりにいった。すごく勇気がいったよ。

お店の人はやさしく頭をなでてくれた。

僕はなんだかすっきりした。

僕の様子を見ていた二人の男の子がそうっと声をかけてきた。

男子Ａ「ごめんな、俺たちだけ逃げて。」

僕「ううん、僕が悪いんだよ。僕の心が弱かったんだ。」
僕はあの日からの出来事を男の子たちに一生懸命話した。

男の子たちは最後までじいっと聞いてくれた。

僕「ねえ、父さんとの握手のおすそ分けしようか。

父さんと約束したんだ。

この手はね、万引きをする手じゃあない。

働いたり、人を励ましたり、仲良く遊ぶ手なんだ。

これからも、君たちとは友達だよ。

だから、もう、二度と万引きはしないって約束しようよ？」

男子Ｂ「握手のおすそ分けかあ。ありがとう。

　　　うん、約束するよ。もう万引きはしないって。」
僕たちは、もう一度しっかりと握手した。

あれっ？いつの間にか心のモヤモヤが消えている。

森の中の澄んだ空気を思いっきり吸った気持ちだ。

この、「あくしゅのおすそわけ」、もっともっと広がるといいなあ！

「終わり」







